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診
療
報
酬
抑
制
が
も
た
ら
す

構
造
的
課
題
と
地
域
経
済

Special Interview

二つの専門性で脳卒中後遺症患者をサポート
私の開業体験 冨士井 睦先生宝塚ふじいクリニック

脳神経外科とリハビリ科

勤務医のライフプランとリスクマネジメントの実際
服部 直樹氏資産設計コンサルタント

　

大
阪
府
の
河
内
一
帯
は
、
か
つ
て
日
本
一
の

ブ
ド
ウ
の
生
産
高
を
誇
る
名
産
地
で
し
た
。
ワ

イ
ン
造
り
の
歴
史
は
1
0
0
年
を
越
え
、
と
り

わ
け
羽
曳
野
市
に
あ
る
駒
ヶ
谷
で
収
穫
で
き
る

ブ
ド
ウ
に
は
定
評
が
あ
り
、
こ
の
地
に
『(
株)

河
内
ワ
イ
ン
』
の
醸
造
所
が
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
私
は
輸
入
ワ
イ
ン
商
社
に
て
、
海
外

の
産
地
に
赴
き
新
商
品
を
発
掘
す
る
仕
入
れ
担

当
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
あ
る
日
、『
河
内
ワ

イ
ン
』
の
見
学
会
に
誘
わ
れ
訪
問
す
る
と
、
そ

こ
に
は
、
ま
る
で
海
外
の
カ
ン
テ
ィ
ー
ナ
の
よ

う
な
立
派
な
ワ
イ
ン
館
と
確
か
な
醸
造
設
備
が

あ
り
、
味
わ
っ
た
ワ
イ
ン
は
ど
れ
も
が
高
品
質

で
、
当
時
の
私
に
は
目
を
疑
う
よ
う
な
光
景
で

あ
り
、
正
に
灯
台
下
暗
し
。
地
元
の
大
阪
ワ
イ

ン
に
と
て
も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

(

株)
河
内
ワ
イ
ン
は
、
今
年
で
設
立
92
周
年

と
な
り
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
率
い
る
の
は
４
代
目

当
主
の
金
銅
重
行
氏
。
関
西
大
学
卒
業
後
に
酒

問
屋
に
数
年
勤
務
し
た
の
ち
2
0
0
5
年
に
家

業
に
戻
り
ま
し
た
。
在
学
中
に
先
代
が
急
逝
さ

れ
、
当
時
の
経
営
状
態
は
非
常
に
厳
し
い
も
の

で
、
苦
渋
の
決
断
を
迫
ら
れ
る
中
、
持
ち
前
の

セ
ン
ス
と
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
ゼ
ロ
か
ら
自
社

ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
る
大
胆
な
改
革
を
推
し

進
め
ま
し
た
。
そ
の
覚
悟
が
ワ
イ
ン
の
品
質
と

し
て
逞
し
く
表
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

ワ
イ
ン
造
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
和
飲
を
、

つ
く
る
。」 

地
元
の
河
内
で
育
て
ら
れ
た
ワ
イ

ナ
リ
ー
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
地
で
し
か
造
れ
な

い
葡
萄
酒
を
つ
く
る
こ
と
。
大
阪
の
豊
か
な
食

文
化
を
象
徴
す
る
よ
う
な
、
日
本
の
家
庭
料
理

に
も
気
軽
に
寄
り
添
い
、
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ

家
族
の
よ
う
な
一
杯
を
届
け
る
こ
と
。

　

商
品
は
20
銘
柄
に
及
び
、ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
、

白
、
ロ
ゼ
、
オ
レ
ン
ジ
、
赤
、
甘
口
ワ
イ
ン
な

ど
豊
富
な
品
揃
え
が
魅
力
で
す
。
生
産
量
の
約

６
割
が
ワ
イ
ン
館
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
約
２

割
が
海
外
輸
出
向
け
に
。
大
阪
ブ
ド
ウ
の
代
表

格
デ
ラ
ウ
ェ
ア
か
ら
造
ら
れ
る
、
金
徳
葡
萄
酒 

白
ワ
イ
ン
と
K
I
E
I
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ

ン
は
共
に
辛
口
タ
イ
プ
で
、
新
鮮
な
ブ
ド
ウ
の

ア
ロ
マ
と
瑞
々
し
く
爽
快
な
酸
味
と
後
口
の
キ

レ
が
食
事
を
引
き
立
て
ま
す
。
ア
ロ
マ
テ
ィ
ッ

ク
品
種
な
が
ら
不
思
議
と
繊
細
な
関
西
の
出
汁

料
理
に
も
寄
り
添
い
ま
す
。
樽
熟
成
を
施
し
た

金
徳
葡
萄
酒 

メ
ル
ロ
ー
は
香
り
高
く
凝
縮
度

を
誇
り
バ
ラ
ン
ス
よ
く
飲
み
ご
た
え
の
あ
る
赤

ワ
イ
ン
で
す
。

　

こ
の
春
は
少
し
足
を
の
ば
し
て
、
駒
ヶ
谷
の

ワ
イ
ン
醸
造
所
見
学
へ
お
出
か
け
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
試
飲
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
多

数
の
ワ
イ
ン
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
が
可
能
で
す
。

　

ワ
イ
ナ
リ
ー
見
学
は
H
P
よ
り
事
前
予
約
が

必
要
で
す
。

金
徳
葡
萄
酒 

デ
ラ
ウ
ェ
ア

価
格 

1
9
8
0
円
（
税
込
）

❷
Ｋ
Ｉ
Ｅ
Ｉ 

デ
ラ
ウ
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パ
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リ
ン
グ

価
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2
8
6
0
円
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税
込
）

❸
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メ
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0
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費
用
は
多
く
の
建
設
会
社
な
ど
の
収
益
と
な
り
、
経
済
活
性

化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
地
域
の
病
院
が
活
性
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
経
済
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
は
亀
田
総
合

病
院
の
事
例
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
千
葉
県
鴨
川
市
の

亀
田
総
合
病
院
は
地
方
に
お
け
る
高
度
医
療
の
拠
点
と
し
て

機
能
し
て
い
る
。
同
院
だ
け
で
約
3
千
6
0
0
人
を
雇
用
し
、

年
間
売
上
高
は
5
7
8
億
円
に
達
す
る
。
こ
れ
は
鴨
川
市
の

年
間
予
算
の
3
倍
以
上
に
相
当
し
、
医
療
機
関
が
地
域
経
済

の
主
要
な
雇
用
基
盤
と
所
得
源
と
な
り
得
る
こ
と
を
示
す
代

表
的
な
例
と
い
え
る
。
医
療
機
関
が
地
域
の
主
要
な
雇
用
主

体
と
な
る
こ
と
で
、
所
得
水
準
の
向
上
や
地
域
内
消
費
の
拡

大
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
経
済
効
果
は
、
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
周
辺
産
業
の
需
要
を
下
支
え
し
、
地
域
経
済
の
持
続
性

に
も
寄
与
す
る
。

　

兵
庫
県
立
大
学
地
域
経
済
指
標
研
究
会
で
は
、「
兵
庫
県

立
尼
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
・
運
営
に
伴
う
地
域

へ
の
経
済
波
及
効
果
」※
3
を
ま
と
め
て
い
る
。
兵
庫
県
の

経
済
波
及
効
果
は
2
0
1
6
年
の
試
算
で
は
建
設
に
関
し

て
、
5
0
2
億
円
、
運
営
5
5
8
億
円
に
及
ぶ
と
さ
れ
て

い
る
。
同
様
に
2
0
2
3
年
に
は
り
ま
姫
路
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
建
設
に
関
し
て
も
同
様
の
試
算
※
4
を
し
て
お
り
、

兵
庫
県
内
の
経
済
波
及
効
果
は
6
2
6
億
円
、
運
営

4
7
3
億
円
に
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
医
療
分
野
に
投
資
す

る
こ
と
で
そ
の
経
済
波
及
効
果
は
大
き
く
、
尼
崎
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
建
設
、
運
営
に
よ
り
兵
庫
県
内
で
合
計

1
0
0
0
人
の
新
規
雇
用
を
生
み
だ
し
て
い
る
。
同
様
に

市
町
村
に
最
終
需
要
額
が
1
億
円
増
加
し
た
場
合
の
域
内

へ
の
付
加
価
値
誘
発
額（
万
円
）が
試
算
さ
れ
て
い
る（
図
）。

こ
れ
に
よ
る
と
、
大
半
の
市
町
村
で
は
医
療
福
祉
へ
の
波

及
効
果
が
大
き
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
我
々

が
こ
の
論
文
で
主
張
し
て
い
る
、
医
療
福
祉
分
野
へ
の
支

出
は
単
な
る
支
出
で
は
な
く
、
大
き
な
経
済
効
果
を
生
み

出
す
投
資
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

1 

公
立
病
院
の
財
政
状
況
と
構
造
的
課
題

　

兵
庫
県
を
モ
デ
ル
に
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
兵
庫
県
の

デ
ー
タ
で
は
、
県
内
10
か
所
す
べ
て
の
県
立
病
院
が
赤
字

で
あ
り
、
一
般
会
計
か
ら
1
5
3
・
7
億
円
の
繰
入
金
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
常
赤
字
は
1
2
8
・
5
億
円

に
上
っ
て
い
る
※
2
（
表
）。
こ
れ
ら
の
病
院
で
は
、
収
入

増
加
・
経
費
削
減
対
策
を
実
施
し
、
一
般
的
に
損
益
分
岐

点
と
さ
れ
る
80
%
以
上
の
高
い
病
床
稼
働
率
を
維
持
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
赤
字
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
原
因
の
根
本
は
収
益
の
中
心
と
な
る
医
療
費
が
物
価

上
昇
率
よ
り
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

2 

医
療
・
介
護
分
野
の
雇
用
規
模
と
地
域
経
済
へ
の
影
響

　

兵
庫
県
の
労
働
人
口
は
約
2
7
0
万
人
で
、
70
%
が
第

三
次
産
業
に
従
事
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
医
療
・
介
護
分

野
に
は
医
師
1
・
6
万
、
歯
科
医
師
0
・
4
万
、
薬
剤
師

1
・
6
万
、
看
護
職
員
6
万
人
、
介
護
職
員
9
万
人
、
な

ど
19
万
人
で
、
事
務
職
員
を
合
わ
せ
て
20
〜
30
万
人
と
推

定
さ
れ
、
第
三
次
産
業
の
1
割
強
に
あ
た
る
。
さ
ら
に
こ

の
分
野
は
、
人
口
動
態
の
変
化
、
高
齢
化
が
進
む
た
め
、

さ
ら
に
多
く
の
雇
用
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
た
め
医
療
・

介
護
分
野
の
採
算
性
が
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
。

診
療
報
酬
抑
制
が
も
た
ら
す

構
造
的
課
題
と
地
域
経
済

診
療
報
酬
抑
制
が
も
た
ら
す

構
造
的
課
題
と
地
域
経
済

Special Interview
特 集

兵
庫
県
モ
デ
ル
に
よ
る
検
証

兵
庫
県
に
お
け
る

　
　
医
療
経
済
の
現
状

兵
庫
県
に
お
け
る

　
　
医
療
経
済
の
現
状

兵
庫
県
に
お
け
る

　
　
医
療
経
済
の
現
状

兵
庫
県
に
お
け
る

　
　
医
療
経
済
の
現
状

3 

病
院
建
設
・
再
編
が
も
た
ら
す
経
済
波
及
効
果

　

兵
庫
県
で
は
、
公
立
病
院
の
老
朽
化
と
集
約
化
な
ど
の
た

め
、
近
年
病
院
の
建
て
替
え
が
行
わ
れ
た
。
現
在
も
県
立
西

宮
病
院
と
西
宮
市
立
中
央
病
院
が
統
合
さ
れ
て
、
新
病
院
の

建
設
が
行
わ
れ
て
い
る
。
県
立
尼
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の

建
て
替
え
で
は
、
巨
額
の
費
用
が
掛
か
っ
て
い
る
が
、
そ
の

　
日
本
は
1
9
6
1
年
に
国
民
皆
保
険
制
度
を
確
立
し
、

す
べ
て
の
国
民
が
自
由
に
医
療
機
関
を
選
択
し
、
医
療

を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
備
し
て
き
た
。
こ
の
制
度
は
、

医
療
の
高
度
化
・
進
展
や
医
療
需
要
の
増
大
に
対
応
し

つ
つ
、
全
国
ど
こ
で
も
最
適
な
水
準
の
医
療
を
公
平
に

提
供
し
、
社
会
保
障
制
度
の
中
核
と
し
て
国
民
生
活
を

支
え
て
き
た
。
し
か
し
現
在
、
こ
の
制
度
は
深
刻
な
課

題
に
直
面
し
て
い
る
。
急
速
な
人
口
高
齢
化
、
出
生
率

の
低
下
、
さ
ら
に
医
療
技
術
の
進
展
に
伴
う
医
療
費
の

増
加
は
、
財
源
確
保
に
大
き
な
負
担
を
与
え
て
い
る
。

加
え
て
、医
療
従
事
者
の
不
足
、医
療
機
関
の
収
支
悪
化
、

診
療
科
や
医
療
資
源
の
地
域
偏
在
は
、
制
度
の
長
期
的

な
持
続
可
能
性
を
危
う
く
し
て
い
る
。
我
々
は
「
世
界

一
長
寿
国
日
本
が
示
す
持
続
可
能
な
医
療
介
護
の
モ
デ

ル
」
と
い
う
内
容
で
、
国
の
公
的
デ
ー
タ
や
そ
の
他
の

資
料
を
用
い
て
、
日
本
の
医
療
制
度
が
直
面
し
て
い
る

新
た
な
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
論
文
化
し
た
※
1
。

　
分
析
の
結
果
、
長
年
続
く
財
政
抑
制
が
医
療
分
野
に

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
公
立
病
院
の
慢
性
的

な
財
政
赤
字
、
深
刻
な
医
療
従
事
者
不
足
、
地
域
経
済

の
衰
退
と
い
っ
た
状
況
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
。
一
方
で
、
医
療
・
介
護
分
野
は
国
内
第
3
位
の
雇

用
規
模
を
誇
り
、
こ
れ
ら
の
分
野
へ
の
財
政
投
入
は
単

兵
庫
県
保
険
医
協
会
副
理
事
長半

田 

伸
夫

西
宮
市
・
半
田
医
院
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会で生涯教育関係の委員等を歴任。開業医は幅広い知識
が要求されるため日々研鑽に励んでいる。23年に兵庫県
保険医協会理事、25年６月より同副理事長・政策部長

【はんだ のぶお】1979年川崎医科大学卒業。2000年に半
田医院(西宮市)開業。大阪大学で高血圧・動脈硬化関係
の研究で学位取得。開業後は西宮市医師会、兵庫県医師
会で生涯教育関係の委員等を歴任。開業医は幅広い知識
が要求されるため日々研鑽に励んでいる。23年に兵庫県
保険医協会理事、25年６月より同副理事長・政策部長

4 

診
療
報
酬
抑
制
が
も
た
ら
す
収
益
悪
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

そ
れ
で
は
現
状
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
表
１
に
示
す
如

く
、
尼
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
2
1
・
9
億
円
、
は
り

ま
姫
路
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
1
9
・
9
億
円
の
経
常
赤

字
を
計
上
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
物
価
上
昇

に
対
し
低
い
診
療
報
酬
の
た
め
医
業
収
入
が
追
い
付
か
ず
、

経
営
赤
字
が
生
じ
、
税
制
上
の
優
遇
の
み
な
ら
ず
本
来
避

け
る
べ
き
税
金
の
投
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
不
均

衡
が
生
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
十
分
な
経
営
努
力
を
し
た

状
態
で
、
採
算
が
と
れ
る
財
政
状
況
を
診
療
報
酬
に
よ
り

支
え
る
制
度
設
計
が
必
要
と
結
論
さ
れ
る
。
我
々
は
そ
の

た
め
に
「
医
療
・
介
護
国
債
」
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な

財
制
枠
組
み
を
提
案
し
た
※
1
。

　

こ
れ
は
、
国
の
財
政
運
営
は
均
衡
財
政
そ
の
も
の
を
目

的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
医
療
・
介
護
と
い
う
社
会
に
不

可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
し
て
提
供
で
き
て
い
る
か
ど
う

か
を
基
準
に
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
立
場
に
立
つ
も
の
で

あ
る
。
国
は
自
国
通
貨
を
発
行
す
る
権
限
を
有
し
て
お
り
、

そ
の
財
政
は
家
計
や
企
業
と
は
性
質
を
異
に
す
る
以
上
、

財
政
赤
字
を
理
由
に
必
要
な
医
療
・
介
護
支
出
を
抑
制
す

べ
き
で
は
な
い
。

　

医
療
費
支
出
の
拡
大
に
つ
い
て
は
物
価
上
昇
を
招
く
と
の

懸
念
が
示
さ
れ
る
が
、
医
療
分
野
で
は
診
療
報
酬
と
い
う
公

定
価
格
制
度
の
も
と
で
価
格
が
管
理
さ
れ
て
お
り
、
支
出
拡

大
が
直
ち
に
一
般
物
価
の
上
昇
に
波
及
す
る
構
造
に
は
な

い
。
多
く
の
医
療
機
関
が
赤
字
経
営
に
陥
っ
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
当
面
、
医
療
費
支
出
の
引
き
上

げ
が
過
度
な
イ
ン
フ
レ
を
招
く
可
能
性
は
高
く
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
医
療
は
労
働
集
約
的
な
分
野
で
あ
り
、
人

材
が
逼
迫
し
た
ま
ま
支
出
の
み
を
拡
大
す
れ
ば
、
イ
ン
フ

レ
が
生
じ
得
る
。
し
か
し
こ
れ
は
医
療
費
が
過
剰
だ
か
ら

で
は
な
く
、
長
年
に
わ
た
る
医
療
費
抑
制
や
労
働
条
件
の

悪
化
に
よ
り
、
人
材
の
養
成
と
確
保
が
不
十
分
で
あ
っ
た

こ
と
に
起
因
す
る
。

病院略称 病床数 一般会計繰入金 経常赤字額

尼　崎
西　宮
加古川
姫　路
丹　波
淡　路
こころ
こども
が　ん
粒子線

合　計

730
400
353
736
320
441
254
290
360
  50
3934

28.5億円
11.2億円
13.4億円
19億円
9.3億円
16.7億円
17.5億円
24.5億円
8.4億円
5.1億円

153.7億円

21.9億円
17.8億円
14.9億円
19.9億円
12.7億円
８億円
3.5億円
16億円
2.9億円
10.7億円
128.5億円

2025年9月18日付神戸新聞『＜赤字病院の意地＞プロローグ 県立病院が経営綱
渡り』より著者作成

表  兵庫県立病院の赤字 （2024年度決算見込み額） な
る
支
出
で
は
な
く
、
生
産
的
な
投
資
と
位
置
付
け
る

べ
き
で
あ
る
。
よ
り
安
定
し
た
財
源
を
確
保
し
つ
つ
、

国
全
体
の
経
済
活
性
化
も
図
る
た
め
に
は
、「
医
療
・
介

護
国
債
」
な
ど
の
新
た
な
財
政
枠
組
み
が
現
実
的
な
解

決
策
と
な
り
得
る
。
持
続
可
能
な
医
療
制
度
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
社
会
保
障
の
基
本
的
な
目
的
を
再
確
認

し
、
医
療
・
介
護
分
野
に
十
分
な
財
政
投
入
が
不
可
欠

で
あ
る
と
結
論
し
た
。

│
は
じ
め
に

│
兵庫県立大学ソーシャルデータサイエンス研究所「兵庫県市町別産業連絡表」、相模原市・横浜市・名古屋市の各「産業連関表」より著者作成

　

し
た
が
っ
て
、
医
療
費
支
出
の
拡
大
は
、
医
療
人
材
の
育

成
・
確
保
と
一
体
で
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
賃
金
や
労

働
条
件
の
改
善
、
養
成
体
制
へ
の
投
資
、
地
域
医
療
人
材
の

計
画
的
育
成
を
通
じ
て
、
医
療
供
給
能
力
を
底
上
げ
す
る
こ

と
が
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
コ
ス
ト
の
安
定
に
つ
な
が
る
。

■輸送機械 ■建設 ■情報通信 ■医療・福祉
90

70

50

30

10

市川市 神河町 姫路市 西宮市 神戸市 横浜市 名古屋市相模原市
（神奈川県）

図  最終需要額が1億円増加した場合の域内への付加価値誘発額 （万円）

3 2026年3月25日号外（毎月3回5・15・25）兵庫保険医新聞（昭和43年6月12日第三種郵便物認可）年間講読料12,000円 2026年3月25日号外（毎月3回5・15・25）兵庫保険医新聞（昭和43年6月12日第三種郵便物認可）年間講読料12,000円 2



INFORMATION

1 

医
療
従
事
者
不
足
の
現
状
と
国
際
比
較

　

労
働
市
場
の
一
指
標
と
し
て
有
効
求
人
倍
率
※
5
を
み
る

と
、
保
険
医
療
サ
ー
ビ
ス
で
3
・
2
8
倍
、
医
療
技
術
者

で
3
・
1
4
倍
、
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
ら
で
3
・
2
倍
、

看
護
師
ら
で
2
・
3
6
倍
と
全
産
業
の
1
・
2
4
倍
と
比

較
し
て
そ
の
倍
率
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
。
医
師
数
に
関

し
て
の
国
際
比
較
※
6
で
は
、
日
本
の
人
口
千
人
当
た
り
医

師
数
は
O
E
C
D
加
盟
国
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、
絶
対

数
の
不
足
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

2 

診
療
科
別
・
地
域
別
の
偏
在
構
造

　

さ
ら
に
、
人
的
資
源
の
配
分
に
も
顕
著
な
偏
在
が
見
ら

れ
る
。
地
域
別
で
は
都
市
部
と
地
方
部
で
の
格
差
が
存
在

し
、
診
療
科
別
で
は
救
急
・
産
科
・
小
児
科
・
外
科
と
い
っ

た
労
働
負
荷
の
高
い
診
療
科
に
お
い
て
、
医
師
不
足
が
顕

著
と
な
っ
て
い
る
※
7
。

3 

診
療
報
酬
抑
制
と
人
材
流
出
の
関
係

　

医
療
現
場
に
お
け
る
従
事
者
不
足
は
深
刻
化
し
て
い
る
。

最
大
の
要
因
は
、
公
定
価
格
で
あ
る
診
療
報
酬
が
長
期
的
に

低
水
準
に
据
え
置
か
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
医
療
は
労
働
集

約
型
産
業
で
あ
り
、
費
用
の
約
半
分
を
人
件
費
が
占
め
る
た

め
、
診
療
報
酬
の
抑
制
は
直
ち
に
賃
金
抑
制
へ
と
つ
な
が
る
。

　

特
に
近
年
の
物
価
上
昇
局
面
で
は
、
他
産
業
が
賃
上
げ
を

行
う
中
で
、医
療
・
介
護
分
野
の
競
争
力
が
相
対
的
に
低
下
し
、

雇
用
難
や
他
産
業
へ
の
人
材
流
出
を
招
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
救
急
や
産
科
な
ど
の
医
師
不
足
も
、
労
働
負
荷
と

費
用
は
多
く
の
建
設
会
社
な
ど
の
収
益
と
な
り
、
経
済
活
性

化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
地
域
の
病
院
が
活
性
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
経
済
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
は
亀
田
総
合

病
院
の
事
例
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
千
葉
県
鴨
川
市
の

亀
田
総
合
病
院
は
地
方
に
お
け
る
高
度
医
療
の
拠
点
と
し
て

機
能
し
て
い
る
。
同
院
だ
け
で
約
3
千
6
0
0
人
を
雇
用
し
、

年
間
売
上
高
は
5
7
8
億
円
に
達
す
る
。
こ
れ
は
鴨
川
市
の

年
間
予
算
の
3
倍
以
上
に
相
当
し
、
医
療
機
関
が
地
域
経
済

の
主
要
な
雇
用
基
盤
と
所
得
源
と
な
り
得
る
こ
と
を
示
す
代

表
的
な
例
と
い
え
る
。
医
療
機
関
が
地
域
の
主
要
な
雇
用
主

体
と
な
る
こ
と
で
、
所
得
水
準
の
向
上
や
地
域
内
消
費
の
拡

大
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
経
済
効
果
は
、
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
周
辺
産
業
の
需
要
を
下
支
え
し
、
地
域
経
済
の
持
続
性

に
も
寄
与
す
る
。

　

兵
庫
県
立
大
学
地
域
経
済
指
標
研
究
会
で
は
、「
兵
庫
県

立
尼
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
・
運
営
に
伴
う
地
域

へ
の
経
済
波
及
効
果
」※
3
を
ま
と
め
て
い
る
。
兵
庫
県
の

経
済
波
及
効
果
は
2
0
1
6
年
の
試
算
で
は
建
設
に
関
し

て
、
5
0
2
億
円
、
運
営
5
5
8
億
円
に
及
ぶ
と
さ
れ
て

い
る
。
同
様
に
2
0
2
3
年
に
は
り
ま
姫
路
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
建
設
に
関
し
て
も
同
様
の
試
算
※
4
を
し
て
お
り
、

兵
庫
県
内
の
経
済
波
及
効
果
は
6
2
6
億
円
、
運
営

4
7
3
億
円
に
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
医
療
分
野
に
投
資
す

る
こ
と
で
そ
の
経
済
波
及
効
果
は
大
き
く
、
尼
崎
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
建
設
、
運
営
に
よ
り
兵
庫
県
内
で
合
計

1
0
0
0
人
の
新
規
雇
用
を
生
み
だ
し
て
い
る
。
同
様
に

市
町
村
に
最
終
需
要
額
が
1
億
円
増
加
し
た
場
合
の
域
内

へ
の
付
加
価
値
誘
発
額（
万
円
）が
試
算
さ
れ
て
い
る（
図
）。

こ
れ
に
よ
る
と
、
大
半
の
市
町
村
で
は
医
療
福
祉
へ
の
波

及
効
果
が
大
き
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
我
々

が
こ
の
論
文
で
主
張
し
て
い
る
、
医
療
福
祉
分
野
へ
の
支

出
は
単
な
る
支
出
で
は
な
く
、
大
き
な
経
済
効
果
を
生
み

出
す
投
資
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

1 

公
立
病
院
の
財
政
状
況
と
構
造
的
課
題

　

兵
庫
県
を
モ
デ
ル
に
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
兵
庫
県
の

デ
ー
タ
で
は
、
県
内
10
か
所
す
べ
て
の
県
立
病
院
が
赤
字

で
あ
り
、
一
般
会
計
か
ら
1
5
3
・
7
億
円
の
繰
入
金
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
常
赤
字
は
1
2
8
・
5
億
円

に
上
っ
て
い
る
※
2
（
表
）。
こ
れ
ら
の
病
院
で
は
、
収
入

増
加
・
経
費
削
減
対
策
を
実
施
し
、
一
般
的
に
損
益
分
岐

点
と
さ
れ
る
80
%
以
上
の
高
い
病
床
稼
働
率
を
維
持
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
赤
字
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
原
因
の
根
本
は
収
益
の
中
心
と
な
る
医
療
費
が
物
価

上
昇
率
よ
り
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

2 

医
療
・
介
護
分
野
の
雇
用
規
模
と
地
域
経
済
へ
の
影
響

　

兵
庫
県
の
労
働
人
口
は
約
2
7
0
万
人
で
、
70
%
が
第

三
次
産
業
に
従
事
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
医
療
・
介
護
分

野
に
は
医
師
1
・
6
万
、
歯
科
医
師
0
・
4
万
、
薬
剤
師

1
・
6
万
、
看
護
職
員
6
万
人
、
介
護
職
員
9
万
人
、
な

ど
19
万
人
で
、
事
務
職
員
を
合
わ
せ
て
20
〜
30
万
人
と
推

定
さ
れ
、
第
三
次
産
業
の
1
割
強
に
あ
た
る
。
さ
ら
に
こ

の
分
野
は
、
人
口
動
態
の
変
化
、
高
齢
化
が
進
む
た
め
、

さ
ら
に
多
く
の
雇
用
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
た
め
医
療
・

介
護
分
野
の
採
算
性
が
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
。

医
療
供
給
体
制
の
偏
在
化
対
策

3 

病
院
建
設
・
再
編
が
も
た
ら
す
経
済
波
及
効
果

　

兵
庫
県
で
は
、
公
立
病
院
の
老
朽
化
と
集
約
化
な
ど
の
た

め
、
近
年
病
院
の
建
て
替
え
が
行
わ
れ
た
。
現
在
も
県
立
西

宮
病
院
と
西
宮
市
立
中
央
病
院
が
統
合
さ
れ
て
、
新
病
院
の

建
設
が
行
わ
れ
て
い
る
。
県
立
尼
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の

建
て
替
え
で
は
、
巨
額
の
費
用
が
掛
か
っ
て
い
る
が
、
そ
の

4 

診
療
報
酬
抑
制
が
も
た
ら
す
収
益
悪
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

そ
れ
で
は
現
状
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
表
１
に
示
す
如

く
、
尼
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
2
1
・
9
億
円
、
は
り

ま
姫
路
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
1
9
・
9
億
円
の
経
常
赤

字
を
計
上
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
物
価
上
昇

に
対
し
低
い
診
療
報
酬
の
た
め
医
業
収
入
が
追
い
付
か
ず
、

経
営
赤
字
が
生
じ
、
税
制
上
の
優
遇
の
み
な
ら
ず
本
来
避

け
る
べ
き
税
金
の
投
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
不
均

衡
が
生
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
十
分
な
経
営
努
力
を
し
た

状
態
で
、
採
算
が
と
れ
る
財
政
状
況
を
診
療
報
酬
に
よ
り

支
え
る
制
度
設
計
が
必
要
と
結
論
さ
れ
る
。
我
々
は
そ
の

た
め
に
「
医
療
・
介
護
国
債
」
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な

財
制
枠
組
み
を
提
案
し
た
※
1
。

　

こ
れ
は
、
国
の
財
政
運
営
は
均
衡
財
政
そ
の
も
の
を
目

的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
医
療
・
介
護
と
い
う
社
会
に
不

可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
し
て
提
供
で
き
て
い
る
か
ど
う

か
を
基
準
に
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
立
場
に
立
つ
も
の
で

あ
る
。
国
は
自
国
通
貨
を
発
行
す
る
権
限
を
有
し
て
お
り
、

そ
の
財
政
は
家
計
や
企
業
と
は
性
質
を
異
に
す
る
以
上
、

財
政
赤
字
を
理
由
に
必
要
な
医
療
・
介
護
支
出
を
抑
制
す

べ
き
で
は
な
い
。

　

医
療
費
支
出
の
拡
大
に
つ
い
て
は
物
価
上
昇
を
招
く
と
の

懸
念
が
示
さ
れ
る
が
、
医
療
分
野
で
は
診
療
報
酬
と
い
う
公

定
価
格
制
度
の
も
と
で
価
格
が
管
理
さ
れ
て
お
り
、
支
出
拡

大
が
直
ち
に
一
般
物
価
の
上
昇
に
波
及
す
る
構
造
に
は
な

い
。
多
く
の
医
療
機
関
が
赤
字
経
営
に
陥
っ
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
当
面
、
医
療
費
支
出
の
引
き
上

げ
が
過
度
な
イ
ン
フ
レ
を
招
く
可
能
性
は
高
く
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
医
療
は
労
働
集
約
的
な
分
野
で
あ
り
、
人

材
が
逼
迫
し
た
ま
ま
支
出
の
み
を
拡
大
す
れ
ば
、
イ
ン
フ

レ
が
生
じ
得
る
。
し
か
し
こ
れ
は
医
療
費
が
過
剰
だ
か
ら

で
は
な
く
、
長
年
に
わ
た
る
医
療
費
抑
制
や
労
働
条
件
の

悪
化
に
よ
り
、
人
材
の
養
成
と
確
保
が
不
十
分
で
あ
っ
た

こ
と
に
起
因
す
る
。

報
酬
の
不
均
衡
に
起
因
す
る
。
こ
の
解
消
に
は
、
診
療
報
酬

総
枠
の
拡
大
と
、
そ
れ
を
用
い
た
抜
本
的
な
処
遇
改
善
が
不

可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
は
単
な
る
コ
ス
ト
増
で
は
な
く
、
地
域

医
療
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
投
資
と
捉
え
る
べ
き
で
あ

る
。
例
え
ば
、
外
科
、
救
急
、
産
婦
人
科
な
ど
の
供
給
不
足

の
診
療
部
門
に
は
、
他
と
は
異
な
る
給
与
体
系
を
確
立
し
、

し
か
る
べ
き
報
酬
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
そ
の
分
野

を
選
択
す
る
医
師
が
増
え
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。

4 

地
方
医
療
を
支
え
る
た
め
の
地
域
再
生
モ
デ
ル

　

一
方
で
地
方
に
お
け
る
医
師
不
足
は
、
医
師
の
労
働
環
境

改
善
や
報
酬
増
な
ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
地
方
の
過
疎
化
、
人
口

流
出
、
イ
ン
フ
ラ
不
足
、
生
活
利
便
性
の
低
下
な
ど
が
複
合

的
に
影
響
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応
な
し
に
医
療
・

介
護
だ
け
を
充
足
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
一
つ
の
方
策

と
し
て
は
、
農
業
、
漁
業
な
ど
の
1
次
産
業
の
復
活
と
、
基

幹
病
院
を
核
と
し
た
新
た
な
地
方
再
生
と
を
連
動
す
る
必
要

が
あ
る
。
亀
田
総
合
病
院
な
ど
は
ひ
と
つ
の
成
功
事
例
で
あ

る
。
兵
庫
県
で
は
、
但
馬
地
区
で
公
立
豊
岡
病
院
を
核
と
し

て
、
雇
用
を
生
み
出
し
、
地
域
の
診
療
所
、
介
護
施
設
な
ど

が
一
体
と
な
っ
た
現
行
の
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
つ
つ
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
一
つ
の
モ
デ
ル
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

日
本
の
公
的
医
療
保
険
制
度
は
、
費
用
対
効
果
の
高
い

医
療
提
供
と
所
得
再
分
配
機
能
を
備
え
、
国
民
の
健
康
水

準
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
制
度
的

成
果
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
す
る
た
め
に
は
、
財
源
と

医
療
人
材
の
確
保
を
中
心
と
し
た
構
造
的
課
題
へ
の
対
応

が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

現
状
で
は
、
診
療
報
酬
の
長
期
的
な
抑
制
や
医
療
従
事
者

の
不
足
に
よ
り
、
医
療
提
供
体
制
の
持
続
可
能
性
が
揺
ら
い

で
い
る
。
医
療
・
介
護
分
野
で
必
要
な
人
材
を
確
保
し
、
適
切

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
た
め
に
は
、
診
療
報
酬

総
枠
の
拡
大
を
可
能
と
す
る
安
定
的
な
財
源
確
保
策
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
方
策
と
し
て
、我
々
は
医
療
・

介
護
分
野
に
特
化
し
た
財
政
枠
組
み
の
構
築
を
提
起
し
た
。

　

ま
た
、
医
療
・
介
護
分
野
へ
の
資
源
投
入
は
、
健
康
の

向
上
だ
け
で
な
く
、
地
域
経
済
や
雇
用
を
支
え
る
経
済
的

基
盤
と
し
て
も
機
能
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
・
介
護

へ
の
支
出
を
単
な
る
コ
ス
ト
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

社
会
全
体
の
持
続
的
発
展
に
寄
与
す
る
戦
略
的
投
資
と
し

て
再
評
価
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

制
度
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
医
療
・

介
護
の
社
会
的
・
経
済
的
意
義
に
対
す
る
共
通
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
国
民
的
合
意
に
基
づ
く
新
た
な
財
政
的

枠
組
み
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
我
々
は
、
先
に
投
稿

し
た
論
文
の
議
論
が
、
そ
の
た
め
の
政
策
形
成
に
向
け
た

基
礎
的
知
見
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。

│
結 
語

│

　

し
た
が
っ
て
、
医
療
費
支
出
の
拡
大
は
、
医
療
人
材
の
育

成
・
確
保
と
一
体
で
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
賃
金
や
労

働
条
件
の
改
善
、
養
成
体
制
へ
の
投
資
、
地
域
医
療
人
材
の

計
画
的
育
成
を
通
じ
て
、
医
療
供
給
能
力
を
底
上
げ
す
る
こ

と
が
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
コ
ス
ト
の
安
定
に
つ
な
が
る
。

※1 Handa, Nobuo, Hiroyasu Nishiyama, and Takehiro Hirata. 2025. “Cost Containment 
and Institutional Strain in Japan’s Universal Health and Long-Term Care Systems: 
Workforce Shortages in a Super-Aged Society.” Health Policy ［投稿中］

※2 霍見真一郎、2025、「赤字病院の意地：再考・地域医療」、『神戸新聞』、2025年
9月18日～9月27日付

※3 兵庫県立大学地域経済指標研究会、2023、「兵庫県立はりま姫路総合医療
センター建設及び開院後運営の経済波及効果について」
https://www.u-hyogo.ac.jp/sds/wp-content/uploads/2025/11/6_6harimajimej
iiryoucenterkeizaikouka.pdf  ［2026年2月5日アクセス］

※4 兵庫県立大学政策科学研究所地域経済指標研究会、2016、「兵庫県立尼崎総
合医療センターの整備・運営」に伴う地域への経済波及効果」
https://www.u-hyogo.ac.jp/sds/wp-content/uploads/2025/11/6_1amagasakiir
yocenterkeizaikouka.pdf  ［2026年2月5日アクセス］

※5 パーソル総合研究所、中央大学、2018、「労働市場の未来推計2030」
https://www.chuo-u.ac.jp/uploads/2018/10/da277a22efd9bfcbd7a47e24ce4f0
7d0-1.pdf?1652918400051  ［2026年2月5日アクセス］

※6 厚生労働省、2025、「一般職業紹介状況（令和7年10月分）」
https://www.mhlw.go.jp/content/11602000/001608688.pdf ［2026年2月5日アクセス］

※7 厚生労働省、2025、「医師偏在対策について」、
https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001560980.pdf ［2026年2月5日アクセス］
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2024年10月に
宝塚市逆瀬川で開業された、
宝塚ふじいクリニックの

冨士井睦先生にお話を伺った

医
院
は
内
科
に
加
え

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
と

脳
神
経
外
科
を
標
榜
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

勤
務
医
時
代
の
前
半
は
脳
神
経
外
科
医
、後
半
は
リ

ハ
ビ
リ
科
医
と
し
て
研
鑽
を
積
み
、海
外
留
学
で
は
脳

卒
中
の
基
礎
研
究
を
行
い
ま
し
た
。現
在
は
脳
卒
中
の

再
発
予
防
か
ら
診
断
、治
療
、リ
ハ
ビ
リ
、社
会
復
帰
ま

で
幅
広
く
診
療
し
て
い
ま
す
。失
語
症
や
嚥
下
障
害
へ

の
外
来
リ
ハ
ビ
リ（
言
語
聴
覚
療
法
）を
通
じ
、退
院
後

の
脳
卒
中
後
遺
症
患
者
さ
ん
を
身
近
に
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
の
が
強
み
で
す
。

　

当
地（
宝
塚
市
逆
瀬
川
）を
選
ん
だ
の
は
、居
住
経
験

が
あ
り
馴
染
み
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。た
だ
最
終
勤
務

地
か
ら
遠
方
で
の
落
下
傘
開
業
で
も
あ
り
、地
域
で
医

院
の
専
門
性
が
ま
だ
十
分
に
浸
透
し
て
い
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。そ
れ
で
も
身
体
面
や
社
会
面（
身
障
手
帳
や
障

害
年
金
の
申
請
等
）を
通
し
て
、患
者
さ
ん
の
生
活
の
立

て
直
し
に
ま
で
貢
献
で
き
る
と
き
に
は
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
。

開
業
準
備
の
ほ
と
ん
ど
を

ご
自
身
で
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

　

相
談
で
き
る
先
輩
開
業
医
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。コ
ン
サ
ル
起
用
の
失
敗
談
を
耳
に
し
て

い
た
た
め
、融
資
の
事
業
計
画
書
も
自
ら
作
成
し
、導
入

シ
ス
テ
ム
も
全
て
複
数
業
者
と
面
談
し
て
決
定
し
ま
し

た
。お
か
げ
で
自
院
を
掌
握
し
て
い
る
安
心
感
と
、コ
ス

ト
を
最
小
限
に
抑
え
た
自
負
は
あ
り
ま
す
。た
だ
開
業

準
備
と
勤
務
医
業
務
の
同
時
進
行
は
と
て
も
過
酷
で
、

脱
毛
が
進
み
ま
し
た（
笑
）。 二

つ
の
専
門
性
で
脳
卒
中

後
遺
症
患
者
を
サ
ポ
ー
ト

　

開
業
前
に
兵
庫
県
保
険
医
協
会
の
セ
ミ
ナ
ー
で
税
理

士
や
社
労
士
の
話
を
聞
け
た
の
は
有
意
義
で
し
た
。先

輩
の
勧
め
で
入
会
後
、最
初
の
１
年
は
診
療
報
酬
算
定

に
つ
い
て
何
度
電
話
相
談
し
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。最

近
は
自
動
チ
ェ
ッ
ク
ソ
フ
ト
も
普
及
し
て
い
ま
す
が
、

医
師
自
身
が
正
し
い
ル
ー
ル
を
知
る
こ
と
は
重
要
で

す
。質
問
に
我
が
事
の
よ
う
に
回
答
し
て
く
れ
る
協
会

は
、身
近
で
頼
れ
る
存
在
で
す
。新
規
個
別
指
導
の
際

も
、来
院
し
て
有
用
な
助
言
を
い
た
だ
き
大
変
助
か
り

ま
し
た
。

開
業
を
検
討
し
て
い
る
勤
務
医
へ

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

仲
間
と
飲
み
に
行
け
、学
会
参
加
や
有
休
、ボ
ー
ナ
ス

も
あ
り
、診
療
報
酬
を
深
く
知
ら
ず
と
も
務
ま
る

―

市
中
病
院
の
常
勤
医
に
は
多
く
の
魅
力
が
あ
っ
た
と
今

で
も
思
い
ま
す
。

　

一
方
、自
分
の
専
門
性
を
地
域
の
方
に
気
軽
に
享
受

し
て
も
ら
う
に
は
、自
分
が
基
幹
病
院

か
ら
飛
び
出
す
ほ
う
が
よ
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。事
務
的
・
人
事
的
な
苦
労
は
尽

き
ま
せ
ん
が
、一
度
き
り
の
人
生
で
税

務
や
労
務
な
ど
、医
師
以
外
の
社
会
経

験
を
積
む
こ
と
に
前
向
き
な
先
生
な
ら

開
業
に
向
い
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

将
来
の
開
業
を
考
え
る
な
ら
、勤
務

医
の
う
ち
に
貯
金
し
て
お
く
べ
き
で

す
。自
己
資
金
ゼ
ロ
で
も
開
業
は
可
能

で
す
が
、資
金
が
多
い
ほ
う
が
融
資
を

受
け
や
す
く
、家
族
の
説
得
も
ス
ム
ー

ズ
に
進
み
ま
す
。

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

開
業
２
年
目
で
黒
字
化
を
目
指
す
段
階
で
す
が
、患

者
さ
ん
は
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。リ
ハ
ビ
リ
部
門
は

当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
も
多
く
採
算
面
で
は
厳
し
い
で
す

が
、自
分
の
や
り
た
い
診
療
の
た
め
開
業
し
た
の
で
、損

得
勘
定
は
シ
ビ
ア
に
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。当
院
の
医

療
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
に
尽
く
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

医
師
で
も
あ
る
宝
塚
市
長
は
、宝
塚
市
立
病
院
を
中

心
に
医
療
・
福
祉
・
介
護
・
保
健
を
包
括
す
る「
た
か
ら
づ

か
モ
デ
ル
」の
構
築
を
掲
げ
て
い
ま
す
。私
も
一
開
業
医

と
し
て
、市
の
施
策
や
市
立
病
院
の
求
め
る
役
割
を
理

解
し
て
、柔
軟
に
変
化
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、開
業
後
は
通
勤
距
離
が
短
縮
し
運
動
不
足
に

な
り
が
ち
で
す
。長
く
診
療
を
続
け
る
た
め
、筋
ト
レ
や

ラ
ン
ニ
ン
グ
が
苦
手
な
分
、休
日
は
で
き
る
だ
け
散
歩

に
出
る
な
ど
健
康
管
理
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

【ふじい むつみ】2002年山口大学医学部卒業、同年に東京医科歯科大学（現・東京科学
大学）脳神経機能外科入局。急性期病院で脳神経外科医として勤務の後、10年～12年カ
リフォルニア州ロマリンダ大学生理学教室に留学し脳卒中の基礎研究に従事。15～24年
兵庫県立リハビリテーション中央病院、24年10月に開業。医学博士、日本脳神経外科学
会専門医、日本リハビリテーション学会専門医。趣味は音楽鑑賞とベース演奏

冨士井 睦 先生

宝塚ふじいクリニック 院長

と

脳
神
経
外
科

リ
ハ
ビ
リ
科 

体 開
験 業

私の

2026年 5月30日（土） 14：30～17：00日　時：

勤務医のための開業実現セミナー

理想を実現する新規開業

開業構想から開業地選定、設計・建築、機器など❶

最近の開業費用の動向と資金調達❷

―私の開業体験―
開業準備から開業医の診療・経営の実際まで❸

無料参加費：会　場：
（JR・阪神「元町駅」徒歩７分）
兵庫県保険医協会 会議室 お問合せは▲ TEL 078 -393-1817兵庫県保険医協会

案内チラシ・お申し込み ▲
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と
し
て
の
視
点
と
ス
キ
ル
が
不
可
欠
で
す
。

  

退
職
金
・
老
後
資
金
の
不
安

　

勤
務
医
の
勤
務
形
態
に
よ
っ
て
は
、
退
職
金
額
が
少
額

に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
ま
た
、
勤
務
中
は
厚
生
年
金
に

加
入
し
て
い
る
も
の
の
、
個
人
開
業
し
た
場
合
は
以
後
、

国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
の
み
と
な
り
、
老
後
の
収
入
は

公
務
員
や
会
社
員
と
比
較
し
て
不
透
明
な
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
勇
退
後
の
生
活
を
見
据
え
た
自
助
努
力

に
よ
る
老
後
資
金
の
形
成
が
非
常
に
重
要
で
す
。

  

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
の
必
要
性

　

勤
務
医
は
長
時
間
労
働
や
当
直
・
研
究
・
管
理
業
務
な

ど
で
多
忙
を
極
め
る
た
め
、
体
系
的
に
金
融
知
識
を
学
ぶ

時
間
を
確
保
す
る
の
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

所
得
が
高
い
た
め
「
今
す
ぐ
対
策
し
な
く
て
も
大
丈
夫
」

と
い
う
心
理
的
な
油
断
が
生
じ
や
す
く
、
収
支
管
理
が
不

十
分
に
な
り
、
経
済
状
況
を
正
確
に
把
握
で
き
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

  

高
い
税
・
社
会
保
険
料
負
担

　

高
年
収
で
あ
る
た
め
、
所
得
税
の
累
進
課
税
制
度
に
よ

り
税
負
担
が
重
く
、
ま
た
社
会
保
険
料
の
負
担
も
大
き
く

な
り
ま
す
。
適
切
な
節
税
対
策
も
含
め
て
、
手
取
り
額
を

増
や
す
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

  

公
的
な
休
業
保
障
の
不
足

　

万
一
、
病
気
や
ケ
ガ
で
就
業
不
能
と
な
っ
た
場
合
、
健

康
保
険
か
ら
の
傷
病
手
当
金
だ
け
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
生

活
水
準
の
維
持
や
、
ロ
ー
ン
の
返
済
、
お
子
さ
ま
の
教
育

費
と
い
っ
た
大
き
な
支
出
を
賄
う
の
が
困
難
に
な
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。

  

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
の
確
保

　

お
子
さ
ま
を
医
学
部
に
進
学
さ
せ
る
場
合
、
多
額
の
教

育
資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
私
立
大
学
医
学
部
の
場
合
、

勤
務
医
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と

   
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
際

勤
務
医
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と

   
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
際

６
年
間
の
学
費
総
額
は
約
１
９
０
０
万
〜
４
７
０
０
万
円

が
目
安
で
す
。
国
公
立
大
学
医
学
部
で
あ
れ
ば
６
年
間
で

約
３
５
０
万
〜
４
０
０
万
円
と
抑
え
ら
れ
ま
す
が
、
競
争

率
が
非
常
に
高
く
、
合
格
ま
で
の
学
習
塾
代
や
浪
人
費
用

が
別
途
か
か
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

  
開
業
に
伴
う
課
題
と
リ
ス
ク

　

将
来
的
な
開
業
を
目
指
す
場
合
、
多
額
の
準
備
資
金

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
診
療
科
目
に
も
よ
り
ま
す
が
、

一
般
的
に
１
億
円
程
度
が
目
安
で
す
。

　

昨
今
の
物
価
高
や
人
件
費
高
騰
の
影
響
を
受
け
、
医
療
機

関
の
経
営
環
境
も
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
倒
産
件
数
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
自
己
資
金
は
総
費
用
の
２
割
程
度
を

目
安
に
確
保
し
、
保
守
的
な
収
支
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
ま
た
、
成
功
の
た
め
に
は
診
療
ス
キ
ル
だ
け
で
な

く
、
財
務
・
労
務
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
「
経
営
者
」

勤
務
医
が
直
面
す
る
経
済
的
課
題（
リ
ス
ク
）

取
り
組
む
べ
き
資
産
形
成
・

　
　
　
経
営
準
備
の
５
つ
の
柱

ド
ク
タ
ー
専
用
の

　
　
　
福
利
厚
生
制
度
の
活
用

　

こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
勤
務
医
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
特
性
と
課
題（
リ
ス
ク
）

を
踏
ま
え
て
、対
策
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

❶ 

収
支
状
況
の
可
視
化
と
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
確
立

　

ま
ず
は「
現
在
の
収
支
と
そ
の
内
訳
」を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
す
。そ
の
上
で「
将
来
い
つ
、い
く
ら
資
金
が
必
要
か
」を
予
測
し
、具

体
的
な
収
支
・
資
産
形
成
計
画
を
立
案
し
ま
す
。計
画
を
立
て
て
終
わ
り
で

は
な
く
、定
期
的
に
進
捗
を
確
認
し
改
善
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回

し
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

❷ 

就
業
不
能
リ
ス
ク
に
対
す
る
備
え

　

万
が
一
、病
気
や
ケ
ガ
で
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
に
備
え
て
、不

足
す
る
資
金
を
補
う
た
め
、休
業
保
障
保
険
や
所
得
補
償
保
険
な
ど
の
私

的
な
備
え
を
検
討
し
、予
期
せ
ぬ
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
も
家
計
が
破
綻
し

な
い
体
制
を
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❸ 

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
見
据
え
た
体
系
的
な
資
産
運
用

　

将
来
の
開
業
計
画
、お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
、ご
自
身
の
老
後
資
金
な
ど
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
必
要
な
資
金
は
異
な
り
ま
す
。場
当
た
り
的
な
投
資

や
貯
蓄
で
は
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
や
時
期
に
合
わ
せ
た「
体
系
的
な
資
産

形
成
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」を
実
行
す
る
こ
と
が
、長
期
的
な
安
心
に
繋
が
り
ま
す
。

❹ 

経
営
者
視
点
の
ス
キ
ル
・
教
養
の
習
得

　

将
来
の
独
立
や
組
織
運
営
を
見
据
え
、医
師
と
し
て
の
技
術
だ
け
で
な

く
経
営
者
と
し
て
の
素
養
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。財
務
知
識
、

労
務
関
連
の
法
令
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
経
営
ス
キ
ル
を
計
画
的

に
学
習
し
、ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の
教
養
を
深
め
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

❺ 

信
頼
で
き
る
専
門
家（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）の
選
定

　

資
産
形
成
や
法
令
、経
済
動
向
な
ど
を
す
べ
て
自
身
で
網
羅
す
る
の
は
、

多
忙
な
本
業
を
持
つ
医
師
に
と
っ
て
効
率
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。勤
務
医

の
資
産
形
成
全
般
に
精
通
し
、中
立
的
な
立
場
か
ら
助
言
が
で
き
る
専
門

家
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
選
ぶ
こ
と
で
、

本
業
に
集
中
し
な
が
ら
も
着
実
な

資
産
形
成
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

A
F
P（
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
認
定
）、１
級
Ｄ
Ｃ
プ

ラ
ン
ナ
ー
。株
式
・
投
資
信
託
・
暗
号
資
産
な
ど
投

資
歴
25
年
。i
D
e
C
o
・
N
I
S
A
も
自
身
の
活

用
経
験
が
豊
富
。キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表
を
中
心

に
問
題
分
析
か
ら
対
策
の
提
案
に
つ
な
げ
る
、現

実
的
な
正
統
派
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
。

国
内
生
命
保
険
会
社
で
の
法
人
部
門
経
験
が
豊
富

　

A
F
P（
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
認
定
）、１
級
Ｄ
Ｃ
プ

ラ
ン
ナ
ー
。株
式
・
投
資
信
託
・
暗
号
資
産
な
ど
投

資
歴
25
年
。i
D
e
C
o
・
N
I
S
A
も
自
身
の
活

用
経
験
が
豊
富
。キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表
を
中
心

に
問
題
分
析
か
ら
対
策
の
提
案
に
つ
な
げ
る
、現

実
的
な
正
統
派
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
。

国
内
生
命
保
険
会
社
で
の
法
人
部
門
経
験
が
豊
富

資
産
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

服
部 

直
樹

資
産
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

服
部 

直
樹

服
部 

直
樹

服
部 

直
樹

❶
〜
❺
に
つ
い
て

よ
り
詳
し
い
説
明

　

勤
務
医
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
は
、一
般
の
会
社
員
と
は
違
う
特
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、そ
の
特
性
を
把
握
し
て
、そ
れ
に
合
わ
せ
て
対
策
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。本
稿
で
は
、総
論
と
し
て
こ
れ
ら
の
課
題
と
対
策
を
俯
瞰
し
て
ゆ
き
ま
す
。

グループ保険
割安な掛金の1年更新の死亡・高度障害保障
高い配当支払い実績で実質負担額がさらに割安

休業保障制度
入院・自宅療養を問わず給付金が支払われる
掛金が満期まで変わらず掛け捨てではない

保険医年金・DefL
会員専用の私的年金制度  一部解約や中断OK　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　に最適

20代 30代 40代 50代 70代60代

教育費の目処が立ってきた
頃に、開業が視野に入り、
様々な資金需要や経営者
として責任も増すので、割
安なグループ保険を追加し
て万一の保障を増額

老後資金のため
に保険医年金と
DefLの一時払
（スポット積立）
を活用して資産
を厚くする

教育費や住宅ローン負担が
重いため、グループ保険と休
業保障制度で家族の生活を
最低限守りつつ、余剰資金
を保険医年金とDefLに回し
て早期から複利効果を狙う

資産運用のバランス重視のポートフォリオ

勤務医のためのライフプランセミナー
開業・教育・老後の“お金を見える化” 入門

本記事筆者がお話しします
案
内
チ
ラ
シ

・お
申
込
み

▲

日 時：5月23日（土） 15：00～16：30
会 場：兵庫県保険医協会 会議室（　　　　）JR・阪神

「元町駅」徒歩7分

　

保
険
医
協
会
で
は
、
会

員
専
用
の
福
利
厚
生
制
度

を
多
く
提
供
さ
れ
て
い
ま

す
。
誰
で
も
契
約
で
き
る

民
間
商
品
を
検
討
す
る
前

に
、
ド
ク
タ
ー
だ
か
ら
こ

そ
の
独
自
制
度
を
検
討
す

る
の
は
経
済
合
理
性
の
高

い
手
順
と
言
え
ま
す
。

収益性重視
株式・投資
信託など（ ）

換金性重視
定期預金
など（ ）

バランス重視
保険医年金
DefL（ ）

資産運用
ポートフォリオ例
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